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平成19年10月１日現在の人口●男1,675人●女1,709人●計3,384人（前月比1）●転入12●転出10●出生１●死亡２●世帯数1,084（前月比３）

平成19年10月10日

月号

　会津北部・置賜南部交流推
2007 in 北塩原」は９月24
（金山）をメイン会場に開催
の参加者が、会津米沢街道に
どを学びました。
　開会式では、同懇話会の会員
藤淳郡山国道事務所長らが出席し、会長の高橋村長が「この裏
磐梯には城跡がいくつもあり、東北でも珍しい。まだ知られて
いない裏磐梯の古い歴史を学んでください。」と、あいさつを
述べました。
「砂金・政宗の城と米沢街道」と題して行われた石田明夫会津
古城研究会長による基調講演では、裏磐梯の山城や桧原金山、
米沢街道の歴史について講話がされました。
　午後は、砂金採り体験・城跡探勝・やせうまづくりに参加者
がそれぞれ分かれて体験を行い、その中でも、砂金採りは一番

気を集め、土や砂をすく
っては、目を大きく見
開いて慎重に砂金を探
していました。

▲知られていない裏磐梯の歴史に
　熱心に耳をかたむける参加者たち

▲桧原城跡を散策



広報きたしおばら ②

★
村
税

地
方
の
経
済
情
勢
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
税
収
確
保
に
努
力
し
た
結
果
、

ほ
ぼ
前
年
度
並
み
の
５
億
１，

８

０
３
万
円
で
、
歳
入
全
体
の
15
・

７
％
を
占
め
ま
し
た
。

★
地
方
交
付
税

歳
入
全
体
の
49
・

９
％
を
占
め
る
16
億
４，

１
８
３

万
円
で
し
た
。
行
政
経
費
の
節
減
、

徴
収
対
策
強
化
な
ど
、
経
営
努
力

に
対
す
る
加
算
措
置
等
に
よ
り
、

前
年
度
決
算
額
に
比
べ
４
・
０
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

★
国
庫
及
び
県
支
出
金
（
国
・
県
か

ら
の
補
助
金
な
ど
）
あ
わ
せ
て
２

億
７，

５
８
３
万
円
と
な
り
、
前

年
度
決
算
額
に
比
べ
て
49
・
６
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
公
営
住
宅

整
備
に
対
す
る
補
助
金
の
増
が
大

き
な
要
因
で
す
が
、
そ
の
他
、
補

助
率
の
高
い
国
の
モ
デ
ル
事
業
や

県
の
重
点
枠
事
業
な
ど
、
財
政
面

で
有
利
な
事
業
を
活
用
し
ま
し
た
。

★
村
債
（
借
金
）
歳
入
全
体
の
10
・

６
％
を
占
め
る
３
億
４，

７
５
０

万
円
で
し
た
。
前
年
度
決
算
額
に

比
べ
19
・
３
％
の
減
と
な
り
ま
し

た
。
過
疎
債
（
返
済
の
際
、
国
か

ら
70
％
補
て
ん
）
や
臨
時
財
政
対

策
債
（
返
済
の
際
、
国
か
ら
１
０

０
％
補
て
ん
）
な
ど
、
交
付
税
措

置
率
の
高
い
有
利
な
地
方
債
を
活

用
し
て
お
り
ま
す
。

平成18年度決算報告

一般会計
歳入合計

32億9,180万円

歳 入

歳入
32億9,180万円

村税
５億1,803万円
（15.7155.7％）

繰越金
7,491万円
（2.3％）
繰入金
２億2,452万円
（6.8％）

その他（自主）
9,483万円
（2.9％）

地方交付税
16億4,1834,183万円
（49.9％）

国庫支出金
１億8,607万円
（5.7％）

県支出金
8,976万円
（2.7％）

村債
３億4,750万円
（10.6％）

その他（依存）
１億1,435万円
（3.5％）

源自主財源源自主財源
９億９億1,22911,22991,229 円円万円円万円円円円円円万円
（（（27.7227.72227.7％）％）

依存財源依存財源
23233億億7,95177,95117,951万円万円
（（（72.3772.37772.3％）％）

歳出総額50億5,228万円

総額1億2,249万円の黒字決算
一般会計 32億　950万円　
特別会計 18億4,278万円

総額１億2,249万円の黒字（一般会計8,230万円、特別会計合計4,019万円）となった
平成18年度の決算は、９月村議会で審議され、承認されました。今月号では平成18年度
決算の概要についてお知らせします。

一 般 会 計 の 決 算 概 要
地方交付税や各種事業に対する補助金の削減の影響により、これまで以上に厳しい財政運営を迫られる市町村が

多い中、本村においては、行財政改革を推進し、経費の節減、合理化を徹底するなど、健全な財政運営に努めた結
果、一般会計で8,230万円の黒字決算となりました。年度末には財政調整基金（将来の計画的な財政運営を行う
ための積立金）へ9,043万円を積立てするなど、実質的には約１億７千万円の黒字決算となりました。



③ 広報きたしおばら

各 会 計 の 決 算 額
会　　　計　　　名 内 容 歳 入

（一般会計から特別会計への繰入金）

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険
事業費特別会計

特

別

会

計

簡易水道事業費
特 別 会 計

老 人 保 健
特 別 会 計

特定環境保全下水道
特 別 会 計

簡易排水施設事業
特 別 会 計

農業集落排水事業
特 別 会 計

介 護 保 険 事 業
特 別 会 計

計

一般会計+特別会計

基本的な行政運営を行うための会計

医者にかかったときの医療費の一部
を援助するための会計

水道を安全で安定的に使用してもら
うための会計

お年寄りの医療費の一部を援助する
ための会計

北山、大塩、裏磐梯の下水道整備、
維持管理のための会計

小野川地区の下水道維持管理のため
の会計

早稲沢、金山、桧原地区下水道整備、
維持管理のための会計

介護の必要となった方を対象に介護
サービスの給付を行うための会計

３２億９,１８０万円）

３億８,０４６万円）
（３,３０７万円）

８,７０９万円）
（１,０３３万円）

４億５,７９５万円）
（４，４７８万円）

６億６,２９１万円）
（２億１,１２９万円）

１１５万円）
（３５万円）

８,９０６万円）
（５，０７１万円）

２億　４３５万円）
（３，５０９万円）

１８億８,２９７万円）
（３億８，５６２万円）

５１億７,４７７万円）
（３億８，５６２万円）

歳 出
（一般会計から特別会計への繰出金）

３２億　９５０万円）
（３億８,５６２万円）

３億５,８８０万円）

８,６６７万円）

４億５,７８６万円）

６億５,８８７万円）

１０９万円）

８,８７６万円）

１億９,０７３万円）

１８億４,２７８万円）

５０億５,２２８万円）
（３億８，５６２万円）

差　引

８,２３０万円）

２,１６６万円）

４２万円）

９万円）

４０４万円）

６万円）

３０万円）

１,３６２万円）

４,０１９万円）

１億２,２４９万円）

★
義
務
的
経
費
（
人
件
費
、
扶
助
費
、
公

債
費
）
歳
出
全
体
の
47
・
３
％
を
占
め

ま
し
た
。
人
件
費
に
は
、
村
職
員
給
与

の
ほ
か
、
議
会
議
員
及
び
農
業
委
員
、

消
防
団
員
、
行
政
区
長
等
各
種
委
員
の

報
酬
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
方
債
の

償
還
（
返
済
）
は
、
定
期
の
償
還
に
加

え
、
１
億
９，

２
５
０
万
円
の
繰
上
償

還
（
一
括
返
済
）
を
行
い
、
後
年
度
の

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま
し
た
。

★
一
般
的
経
費
（
物
件
費
や
維
持
補
修
費
、

補
助
費
、
積
立
金
な
ど
）
歳
出
全
体
の

24
・
７
％
を
占
め
ま
し
た
。
基
金
へ
の

積
立
は
前
年
度
決
算
額
に
比
べ
６
・

２
％
の
増
と
な
っ
た
中
、
除
雪
経
費
や

交
際
費
の
減
等
に
よ
り
、
前
年
度
に
比

べ
４
・
４
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

★
投
資
的
経
費
（
普
通
建
設
事
業
費
、
災

害
復
旧
事
業
費
）
歳
出
全
体
の
15
・

９
％
を
占
め
、
前
年
度
決
算
額
に
比
べ

11
・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
事
業

の
重
点
選
別
を
行
い
、
公
営
住
宅
を
は

じ
め
自
然
探
勝
路
や
統
合
小
学
校
整
備

事
業
な
ど
、
地
域
活
性
化
に
結
び
つ
く

事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

★
そ
の
他

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
、

特
産
品
開
発
の
支
援
、
杉
並
区
と
の
交

流
事
業
な
ど
各
種
観
光
振
興
策
に
取
り

組
ん
だ
ほ
か
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払

事
業
、
優
良
種
苗
購
入
補
助
や
農
産
物

集
荷
・
直
売
事
業
な
ど
農
業
生
産
性
を

高
め
、
所
得
向
上
に
直
接
つ
な
が
る
事

業
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

を
開
設
し
た
ほ
か
、
健
康
づ
く
り
大
学

事
業
、
国
の
介
護
予
防
モ
デ
ル
事
業

（
継
続
的
評
価
分
析
支
援
事
業
）、
さ
ら

に
は
複
式
学
級
対
策
、
村
史
編
さ
ん
な

ど
、
健
康
、
福
祉
、
教
育
の
充
実
も
図

り
ま
し
た
。

一般会計
歳出合計

32億950万円

歳 出

歳出
32億950万円

普通建設事業費
４億4,331万円
（13.8％）

災害復旧事業費
6,7736,773万円
（2.1％）

人件費（村職員、議会議員、
農業委員等各種委員）
５億6,718万円
（17.7％）

公債費８億9,521万円（27.9％）
うち定期償還７億   271万円
うち繰上償還１億9,250万円

扶助費
5,572万円
（1.7％）

物件費
２億5,510万円
（7.9％）

維持補修費
4,044万円
（1.3％）

補助費等
３億7,579万円
（11.7％）

その他
１億2,153万円
（3.8％）

繰出金
３億8,749万円
（12.1％）

経費投資的経費経費投資的経費
５億５億1,10411,10441,104 円円円万円円円円円万円
（（15.9115.91115.9％）％）

義務的経費義務的経費
151555億億1,81111,81111,811万円万円万円円円円万円
（（47.34447.34447.3％）％）％）％％％％％）

経費一般的般的経費般的経費般的経般的経的般 経一般的経費
７億７億99,2869 8699 899,286699,2869 万円万円
（（224.724224.722224.72 ％）％）

繰繰出金繰繰出金
３億３３３億３億３３億億３億8,74988,74998,749万円円円円万円
（（（（（（12.11112.11112.1％）％）



広報きたしおばら ④から主な事業を紹介します

早稲沢・デコ平自然ふれあい探勝路改修事業 2,251万円

裏磐梯観光協会補助金 1,072万円

中小企業振興資金融資制度預託金 1,000万円

東京都杉並区民保養地交流事業 608万円

北塩原村商工会補助金 580万円

観光絵はがき作成事業 330万円

地域特産品開発事業 300万円

東京駅サインボード事業 183万円

観光案内板設置事業 176万円

エコツーリズム推進事業 175万円

裏磐梯お客様感謝祭事業 165万円

桜峠さくらまつり事業 115万円

中小企業融資利子補給事業 81万円

極上の会津プロジェクト事業 75万円

公営住宅整備事業 15,529万円

除雪対策経費（村道除雪経費、8t級除雪ドーザ整備） 4,243万円

村道剣ヶ峯・狐鷹森線整備事業 2,900万円

村道大塩・桧原線整備事業 2,678万円

村道北山・大塩線整備事業 1,412万円

喜多方地方広域市町村圏組合常備消防費負担金 7,392万円

小型動力ポンプ付積載車整備事業 331万円

さくら小学校校舎改修事業 1,140万円

村史編さん事業 1,027万円

遠距離通学・通園費補助事業 977万円

複式学級対策教員補充費 577万円

外国青年招致事業 502万円

パソコン整備事業（小・中学校） 417万円

幼児バス整備事業 362万円

文化財整備計画作成事業 300万円

国内交流事業（いわき市、沖縄県東村） 160万円

総合学習学校運営交付金事業 156万円

中学校体育連盟競技大会参加事業 106万円

道路災害復旧事業（凍上災害） 5,734万円

農地等災害復旧事業（豪雨災害） 1,039万円

商工観光関係費

土木関係費

消防関係費

教育関係費

災害復旧関係費

▲村道大塩・桧原線整備事業

▲幼児バス整備事業



⑤ 広報きたしおばら 平成18年度一般会計決算

総務関係費

民生関係費

財政調整基金積立金 9,000万円

生活路線バス維持対策事業 2,400万円

金山生きがい学習施設整備事業 1,185万円

墓地公園整備事業 1,024万円

柏木城入口駐車場整備事業 857万円

国際交流事業 487万円

県知事選挙執行費 359万円

桧原湖周遊レトロバス運行事業 270万円

児童手当助成事業 2,233万円
村社会福祉協議会運営事業 1,199万円
デイサービスセンター運営管理 944万円
知的障害者更生・授産施設入所支援事業 826万円
生活支援ハウス運営管理 811万円
重度心身障害者医療費助成事業 743万円
村民バス利用促進事業 613万円
老人福祉施設整備事業
（老人ホーム、グループホーム） 462万円
敬老会等経費 378万円
介護予防事業（継続的評価分析支援事業） 355万円
放課後児童クラブ運営事業 115万円

衛生関係費
ごみ・資源物対策費 4,332万円

保健事業（各種検診、予防接種、人間ドック） 1,024万円

診療所運営管理 1,000万円

乳幼児医療費助成事業 480万円

農林水産業関係費
中山間地域等直接支払事業 3,020万円
土地改良総合整備事業（会津北部） 2,296万円
農道整備事業（樟、上川前地区） 599万円
緑資源幹線林道整備事業（大規模林道） 563万円
桜峠公園改修事業（森林環境交付金事業） 481万円

ため池等整備事業（大久保地区） 221万円
稲作病害虫防除事業 213万円
農家育成集荷事業 192万円
森林病害虫防除事業（松くい虫駆除等） 132万円
主要農作物優良種苗購入事業（水稲、アスパラ、いちご） 76万円

▲健康づくり大学事業

▲柏木城入口駐車場整備事業

▲高齢社会対策推進事業（社会福祉協議会による高
齢者芸能交流会）



広報きたしおばら ⑥

さわやかな秋風が吹く裏磐梯では９
月28、29日の２日間、健康づくり大学
桧原湖キャンパスが、裏磐梯ロイヤル
ホテルと自然環境活用センターを会場
ににぎやかに行われました。
１日目は、“健康づくり大学”の基

礎である「温泉」「食材」「運動」「自
然環境」の４つの要素と、それらを組
み合わせて、賢く健康づくりを楽しむ
秘訣について学びました。昼食は、裏
磐梯ロイヤルホテルの和食料理長が特
別に用意した、おいしさ満点でヘルシ

ーな献立に舌つづみをうちました。
２日目は、講演「姿勢とは何であろう！」で“いい姿勢”について指

導を受け、「エコツーリズムの魅力について」では、午後のエコツーフェ
スタに参加するための知識を学びました。昼食は、北塩原村食生活改善
推進員さん手作りの「大塩の山塩おむすび」と「こづゆ」を食し、心あ
たたまる素朴な味の会津の郷土料理を楽しみました。しめくくりは、エ
コツーフェスタの五色沼コース、レンゲ沼・中瀬沼コースのウォーキン
グを体験し、裏磐梯の自然豊かな風景に身も心もつつまれて、健康であ
ることの大切さを改めて実感する機会となりました。

今年で４回目となった裏磐梯エコツーフェスタは9月29、30日の2日間

開催されました。

両日行われたエコツアーには約200人が参加し、ガイド付登山やトレ

ッキング、桧原湖・曽原湖でのカヌー体験、ストックを使用したノルデ

ィックウォーキング、写真を通して自然の美しさや大切を学ぶフォトカ

ルチャー裏磐梯など18種類を行い、参加者は裏磐梯の自然を満喫しました。

休暇村裏磐梯芝生広場では、裏磐梯ビジターセンターによるススキ等

を利用したクラフト指導など村内の各団体によるブースの出店や、裏磐

梯夏祭り実行委員会による郷土芸能「会津磐梯山」の演奏と踊りが披露

されるなど、楽しいひとときを過ごしました。また、裏磐梯観光大使で

ある普天間かおりさんのトークをまじえたミニライブも行われ、あいに

くの雨の中でしたが、やさ

しいメロディーと澄んだ歌

声が会場を包み込み、観客

を魅了しました。

最後に次の３つのエコツ

アー企画者と参加者による

体験報告が行われ、体験者ならではの貴重な報告がありました。

①「裏磐梯ルーツ」探しトレッキング（企画者：小野　明）

②ヘルス＆フィットネス ノルディックウォーキング（企画者：裏

磐梯２時間トライアル実行委員会）

③フォトカルチャー裏磐梯（企画者：ペンションくらんぼーん）

▲食改さん手作りの
大塩山塩おむすびとこづゆ ▲皆さん、足上がりますか？！

▲自然ってすごいなぁ～

～健康であることの大切さを再認識～

▲ススキが大変身？！子どもたちも夢中で参加
しました。

▲村では、普天間かおりさんが、以前よ
り裏磐梯の魅力を全国にPRしていた
だいた功績に対して、北塩原村の文化
人に認定。感謝の意味を込め、裏磐梯
曽原山の土地2,668㎡を贈呈しました。
これからも、裏磐梯を情報発信基地と
して、ますます裏磐梯のPRをしてい
ただきたいと思います。
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70歳以上の高齢者を祝う村敬老会が、９月18日、282人の
方々の出席の下、ラビスパ裏磐梯で行われました。
満80歳を迎えられた43人を代表して、阿部キミノさん（金
山）に紫座布団が贈られたほか、福島民報社と福島県老人ク
ラブ連合会主催によるしあわせ金婚夫婦表彰が行われ、３組
のご夫婦を代表して、加勢寅彦さん・フデ子さんご夫妻（北
山二区）に表彰状と記念品が贈られました。
このほか、さくら幼稚園児によるお遊戯の披露や各地区に

よる芸能発表が行われ、楽しい一日を過ごしました。
都合により出席することができなかった方には、後日、記

念品を贈り、長寿をお祝いしました。

９月21日から30日までの10日間、「夜の道　安全サイン 反
射材」をスローガンに、平成19年秋の全国交通安全運動が実
施され、その一環として９月21日には、さくら小学校児童109
人と交通安全協会北山・大塩分会、北山・大塩交通安全母の
会、村交通対策協議会など約130人の参加による鼓笛パレー
ドを実施しました。
役場を出発し、校歌を演奏しながら北山地区を巡り、「無事
故・無違反・交通安全」を啓発しました。
統合して初めての鼓笛披露でしたが、すばらしい演奏に沿

道に集まった住民から多くの声援をいただきました。

～いつまでもお元気で～

▲さくら幼稚園児によるお遊戯

▲「事故のない村に」と呼びかけるさくら小児童たち

◇
ス
ー
パ
ー
リ
ー
グ

優
　
勝

リ
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク

・
レ
ッ
ド
（
大
塩
）

準
優
勝

ぴ
よ
ぴ
よ
ラ
ガ
ー

（
裏
磐
梯
）

第
３
位

シ
ョ
ー
ヨ
ー
Ｂ
Ｖ
Ｃ

・
ダ
イ
ヤ
（
松
陽
台
）

◇
ハ
ッ
ス
ル
賞

・
ほ
の
ぼ
の
リ
ー
グ

遠
藤
　
正
志
（
球
舞
）

高
橋
　
美
保

（
さ
く
ら
三
分
咲
）

小
長
井
英
生
（
ラ
ガ
ー
）

・
ス
ー
パ
ー
リ
ー
グ

川
村
知
恵
美

（
マ
グ
ナ
ム
ラ
ガ
ー
）

山
口
　
浩
太
（
リ
ッ
プ
ス

テ
ィ
ッ
ク
・
パ
ー
プ
ル
）

中
川
　
健
一
（
シ
ョ
ー
ヨ

ー
Ｂ
Ｖ
Ｃ
・
プ
ラ
チ
ナ
）

今
年
度
２
回
目
の
大
会
と

な
る
秋
の
リ
ー
グ
戦
は
、
９

月
12
日
・
13
日
の
両
日
、
自

然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ほ
の

ぼ
の
リ
ー
グ
７
チ
ー
ム
・
ス

ー
パ
ー
リ
ー
グ
８
チ
ー
ム
は
、

秋
風
が
吹
き
抜
け
る
裏
磐
梯

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

中
で
も
、
ほ
の
ぼ
の
リ
ー
グ

に
は
３
つ
の
新
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
新
鮮
な
風
を
吹
き
込

ん
で
く
れ
ま
し
た
。

《
結
　
果
》

◇
ほ
の
ぼ
の
リ
ー
グ

優
　
勝

ド
リ
ー
ム
（
北
山
）

準
優
勝

ラ
ガ
ー
（
裏
磐
梯
）

第
３
位

リ
ッ
プ
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テ
ィ
ッ
ク

・
ピ
ン
ク
（
大
塩
）

ほ
の
ぼ
の
リ
ー
グ
優
勝
「
ド
リ
ー
ム
」

ス
ー
パ
ー
リ
ー
グ
優
勝
「
リ
ッ
プ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
レ
ッ
ド
」
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９月村議会定
例会において、教
育委員の任命に
遠 藤 耕 二 さ ん
（狐鷹森）が同意
されました。
任期は、10月

１日から４年間。
今後のご活躍が
期待されます。
また、教育委員長職務代理者の佐藤

豊治さん（曽原）は、９月30日付けで
退任されました。長い間お疲れさまで
した。

教育委員に
遠藤耕二さんを任命

12月24日から大阪市で開催される第21回全国都道府県対抗中学バレ
ーボール大会に出場する福島県選抜チーム12人の枠に、第一中学校３
年の渡部静香さんが選ばれました。会津地区から選ばれたのは静香さん
１人だけです。
金成校長先生とともに役場を訪れた渡部さんは、高橋村長に「福島県

の代表に選ばれたことを誇りに思
い、中学最後のバレーを楽しんでき
ます。この大会が終わったら気持ち
を切り替えて、今度は受験勉強に頑
張ります。」と笑顔で話しました。
高橋村長は、「福島県の代表として
ぜひ頑張ってきてください。」とエ
ールを送りました。
今後は、毎週末県内各地区で練習
し、12月の大会に臨みます。

～全国都道府県対抗中学
バレーボール大会福島県選抜チームへ～

第一中学校３年
渡部静香さん（北山）

▲「応援よろしくお願いします！」
と渡部さん

「
ア
キ
ア
カ
ネ
」

秋
の
風
が
吹
き
始
め
、
稲
の
穂
も
黄
金
色
に

な
り
始
め
ま
し
た
。こ
ん
な
季
節
に
良
く
見
る
の

が
、ア
カ
ト
ン
ボ
で
す
よ
ね
。

ア
カ
ト
ン
ボ
っ
て
い
い
ま
す
が
、
よ
く
見
る

と
種
類
の
ち
が
っ
た
ト
ン
ボ
た
ち
の
集
ま
り
な

の
で
す
。
多
く
は
、
ア
キ
ア
カ
ネ
と
ナ
ツ
ア
カ

ネ
で
す
が
、
な
か
に
は
羽
の
先
が
黒
い
も
の
、

顔
の
真
ん
中
に
黒
い
点
が
２
つ
あ
る
も
の
、
ま

た
顔
が
青
白
い
も
の
な
ど
な
ど
良
く
見
た
だ
け

で
も
５
〜
６
種
類
の
ト
ン
ボ
が
見
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
立
ち
止

ま
っ
て
簡
単
に
観
察

で
き
る
の
も
秋
な
ら

で
は
で
す
。

裏
磐
梯
ビ
ジ
タ
ー

セ
ン
タ
ー

32
・
２
８
５
０

裏磐梯ビジターセンター通信

韓
国
の
仁
川
広
域
市
地
方
公
務

員
教
育
院
の
公
務
員
ら
17
人
が
、

日
本
の
先
進
行
政
機
関
の
見
学
と

見
地
の
職
員
と
の
意
見
交
換
を
行

な
う
こ
と
を
目
的
に
、
本
村
を
訪

れ
ま
し
た
。

本
村
の
観
光
業
と
下
水
道
事
業

に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ

た
後
、
庁
舎
内
見
学
が
実
施
さ
れ
、

韓
国
の
公
務
員
の
方
々
は
有
意
義

な
行
政
視
察
が
で
き
た
様
子
で
し

た
。

まるごと保養地協定３周年記念イベントとして『小椋佳コンサート』が９月
21日、杉並公会堂にて開催されました。このコンサートは、同公会堂のこけ
ら落としに合わせ、杉並区文化協会主催により行われたものです。
村では、コンサートに訪れた約1,400人の来場者に対し、まるごと保養地協
定のパンフレットや絵はがきを配り、観光ＰＲを行いました。
小椋佳氏は、コンサートの中で、まるごと保養地協定に触れ、自身の『小

椋』という姓が学生時代に北塩原村に滞在したことがきっかけであることや、
五色沼・桧原湖などの名前をあげ、「良い所ですからぜひ遊びに行ってくださ
い」と話すなど裏磐梯を大いにＰＲしてくださいました。
このＰＲは、小椋佳氏のすばらしい歌声とともに、杉並区民の皆さんの心に
届いたことでしょう。

韓
国
の
教
育
院
が

本
村
を
行
政
視
察
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★ うなぎのちらし寿し

【アドバイス】
０～２個の方
ほとんど目に負担はかかってないようです。今の調子で目
を大切に。

３～５個の方
疲れが溜まり始めています。生活習慣の見直しと目のケアを
忘れずに。
６～８個
かなり目が疲れています。今すぐ目の休息と丁寧なケアを！
そして食事からの栄養補給も忘れずに。

◆目の健康を守るためには？◆
・こまめに休息
長時間テレビをみたり、パソコンを使う場合には、１時間に
１度を目安に体のストレッチをするなど、目と体の休息を心
がけましょう。
・気分転換
遠くの景色をぼーっとながめる、目のツボを押すなどがオスス
メです。
・目にも栄養！
バランスの良い食生活に加え、目に良いといわれる食材を摂り
ましょう。ブルーベリーに含まれる「アントシアニン」が目の
疲れに良いといわれています。

10月は目の愛護月間です ～目を大切にしましょう～
10月10日は横にすると眉と目にみえることから、「目の愛護デー」といわれています。
私たちが周囲から得る情報の約８割～９割は目から得ているといわれ、知らず知らずのうちに目を使い続けているのです。

◆目の健康チェック◆
あてはまるものはいくつありますか？
□目が充血しやすい
□目が乾きやすく、かすみがち
□目がショボショボする
□毎日パソコンを３時間以上使用している
□長時間、コンタクトレンズを装用している
□わけもなく涙がでる
□よく頭痛や肩こりを感じる
□不規則な生活が続き、寝不足である

７月から、診察にあたっている消火器内科の嘉村先生が
９月から毎月第１火曜日に診療することになりました！
やさしくて、丁寧に診察してくれる先生です。
よろしくお願いします！
名　　前：嘉村亜希子（よしむらあきこ）
診 療 日：第1火曜日
診療科目：消化器内科

残念なお知らせです
★外科の佐藤直先生が９月で退職しました。
★総合診療科の伊橋健治先生が10月で退職し
ます。
代診の先生については、分かりしだいお知らせ
します。

■問い合わせ先：南東北裏磐梯診療所 32－２００９

第１，３月曜日
第４土曜日　11月の

診療医師

（予定）

第２，４月曜日

整形外科

第２，４火・金曜日
第１，３,5木曜日
第２金曜日

代診

毎週水曜日

大原宏夫医師

脳神経外科

第１,５金曜日

中野雅幸医師

脳神経外科

第４金曜日
第１土曜日

休診
李　東旭医師

神経内科

第１火曜日

嘉村亜希子医師

消化器内科

第４火曜日
第２土曜日

母里正敏医師

呼吸器外科

第２，４木曜日
第３金曜日
太田　淳医師
小児科

心臓血管外科
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大
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下
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村
県
民
税
　
　
　
　
　
　
　
３
期
分

固
定
資
産
税

３
期
分

上
下
水
道
使
用
料
　
　
　
　
９
月
分

国
民
年
金
　
　
　
　
　
　
　
10
月
分

今
月
の
納
税
な
ど

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

佐
々
木
不
二
夫
（
佑
美
・
夫
）
松
陽
台

柏
谷
キ
ミ
ノ
（
征
宣
・
母
）
早
稲
沢

休日当番医

星医院……………… 2 2 - 0 0 0 5

三浦産婦人科医院…… 2 2 - 0 2 9 3

みつはし医院……… 2 1 - 1 3 1 1

山田産婦人科医院…… 2 2 - 6 3 0 0

ゆうゆうクリニック…… 2 2 - 2 1 1 1

第二次救急当番医
第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必要とする重症患者の救急医療体制です。

佐原病院…………… 2 2 - 5 3 2 1

県立喜多方病院……… 2 2 - 2 1 8 1

小野病院…………… 2 2 - 0 4 1 4

有隣病院…………… 2 4 - 5 0 2 1

佐原病院…………… 2 2 - 5 3 2 1

10
月
19
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

活
性
化
セ
ン
タ
ー
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行
政
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委
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郎

今
月
の
行
政
相
談

お
誕
生
お
め
で
と
う
！

泉
　
　
花
音

か
の
ん

（
女
・
英
晃
）
蛇
　
平

平
成
19
年
９
月
１
日
〜
９
月
30
日
ま
で
届
出
分

【問い合わせ先】自衛隊 福島地方協力本部 会津若松出張所
会津若松市門田町大字黒岩字大坪57-1 TEL.0242-27-6724

11
月
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
カ
レ
ッ
ジ

11
月
７
日
（
水
）

10
時
〜
15
時

自
然
環
境
活
用
セ
ン
タ
ー

▼
磐
梯
山
の
噴
火
　
　
（
午
前
）

▼
噴
火
の
痕
跡
を
辿
る
（
午
後
）

※
11
月
12
〜
13
日

▼
合
宿
型
カ
レ
ッ
ジ
開
催

11
月
20
日
（
火
）

10
時
〜
12
時

サ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

▼
裏
磐
梯
の
野
鳥

「
生
息
域
の
変
化
と
そ
の
調
査
手

法
」
を
学
ぶ13

時
30
分
〜
15
時
30
分

▼
身
近
な
生
き
物
調
査
の
方
法
と

プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り

【
参
加
費
】
各
講
座
５
０
０
円

合
宿
型
７
０
０
０
円

【
申
込
み
】
観
光
政
策
課
ま
た
は

エ
コ
ツ
ー
通
信
Ｖ
ｏ
ｌ
・
４
を
ご
覧

く
だ
さ
い

【
申
込
み
締
切
り
】
11
月
４
日
（
日
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
23
‐
７
８
６
０

裏
磐
梯
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

事
務
局
　
酒
井
美
代
子
ま
で

種　目 年　齢 試験日 場　所

２等陸・海・
空士（男子）

18歳～27歳未満

自衛隊生徒
（陸上男子）

中卒（見込）～17歳未満

11月25日（日）

平成20年１月12日（日）

郡山駐屯地

会津若松商工会議所

自衛官募集案内自衛官募集案内自衛官募集案内平成19年度
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国民年金は、やがて訪れる長い老後や、生活の安定を損なうような“万が一”の事態に備え、保険料を出し合い、
お互いを支え合う制度です。20歳になったら、忘れずに国民年金の加入手続きをしましょう！
◎加入手続きについて
お住まいの市町村役場の国民年金窓口または社会保険事務所で直接お手続きください。

◎保険料について
国民年金の保険料（定額）は、月額14，100円です。なお、まとめて前払いすることにより割引される前納制度もありま
す。また、定額保険料に加え月額400円の付加保険料を納付されると、将来、老齢基礎年金に加えて付加年金が支給されま
す。
＜口座振替が便利です＞
口座振替は現金納付に比べ便利でお得です。毎月の保険料が翌月末に引落としされる翌月末振替と、毎月の保険料がその
月の月末に引落としされる当月末振替（早割）があります。早割は月額50円が割引されます。
○20歳になられ、所得が少なく保険料を納めることが困難な方について
「若年者納付猶予制度」や「学生納付特例制度」を利用することができます。（本人の申請により保険料の納付を猶予され
る制度です。）
※学生納付特例制度の申請には、在学証明書または学生証の写しが必要です。

【問い合わせ先】会津若松社会保険事務所　０２４２－２７－６９５１
住民ふれあい課　　　　　　　　　　２３－３１１３

福島地方法務局喜多方出張所は、平成19年９月
25日をもって若松支局へ統合され、喜多方出張所
の登記事務は、同日から若松支局で取り扱います。
この統合に伴い、喜多方市少年センターにおいて
定期的に登記相談所を開設します。
相談は無料で、予約は必要ありません。

相談内容：登記申請一般に関する事項
登記申請の前提となる登記実体法に関す
る事項　等

登記相談開設所：喜多方市少年センター
相談対応時間：午後１時から午後４時まで
実施日：平成19年10月19日（金）

11月16日（金）
12月20日（木）

平成20年１月18日（金）
２月15日（金）
３月21日（金）

７月16日に発生した新潟県中越沖地震にかか
る義援金については、役場窓口などで受付けたと
ころ、村民の方を始め、各種団体の方々のご協力を
いただき、10月４日時点で
228，650円もの義援金
が寄せられました。心温ま
るご協力ありがとうござい
ました。
なお、寄せられました義

援金については、福島民報
社喜多方支社に寄託しまし
た。

『新潟県中越沖地震』
義援金のご協力
ありがとうございました。

村道北山・大塩線の道路改築工事が、平成20年度から県による過疎代行事業として実施

されることになりました。

過疎代行事業とは、本来なら、村道は村が直接村の財源を使い工事を行うものですが、

県が村に代わり工事費の全額を負担し、工事を施工するものです。

第１期工事（樟～大久保間）は、工事費約４億円で、平成24年度までには完成する予定

です。

（
過
疎
代
行
事
業 

村
道
北
山
・
大
塩
線
）

▲小椋副村長（左）が馬場支
社長（右）に義援金を寄託
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北塩原村役場
総務企画課

事前申込が始まりました。
各地区の長寿会の方々に申し込みください。
但し北塩原村史は11月上旬にお渡しします。

◆ 事務局問い合わせ先　村教育委員会（公民館）23―0534

＊郵送を希望する方は1,000円の負担となります。

村民の方 4,500円
村 外 者 6,500円

「通史編」と「資料
編」が１巻となり、
村の歴史が一目で
分かります。更に
は新しい発見があ
るかも？

第77回

【
み
ん
な
の
保
健
室
】

★
日
　
時：

10
月
19
日
（
金
）

13
時
〜
14
時
30
分

場
　
所：

ラ
ビ
ス
パ
裏
磐
梯

内
　
容：

血
圧
測
定
、体
脂
肪
測

定
、
健
康
相
談
な
ど

【
ち
び
っ
こ
広
場
】

★
日
　
時：

10
月
22
日
（
月
）

９
時
〜
16
時

場
　
所：

村
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容：

親
子
で
自
由
に
遊
べ

る
よ
う
に
ホ
ー
ル
を

開
放
し
ま
す
。

＊
必
ず
保
護
者
同
伴
で
来
て
く
だ
さ
い
。

＊
時
間
内
で
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
大
丈
夫
で
す
。

さくらスポーツ少年団です！
よろしくお願いします!!

今年４月に始動したさくらスポーツ少年団の団員たちです。
統合して数ヶ月にも関わらず、チームワーク抜群の団員たちは、それぞれに目標を掲げ日々
の練習に励んでいます。
新生さくらスポーツ少年団を今後ともよろしくお願いします！

◆部員数：11人　◆練習日：毎週土曜日
◆渡部しおり副キャプテンから一言
・大会では10位以内に入れるように、みんなを引っ
張っていきたい！

◆鈴木勇二部長から一言
・ランナーズはこれからが本番です。
みんな力を合わせて頑張りますので応援よろしく
お願いします。

◆部員数：13人　◆練習日：毎週月・水・土曜日
◆蟹巻弥愉キャプテンから一言
・次の大会でも必ず優勝したい！
◆鈴木清光監督から一言
・地域の皆さんの協力があり、子どもたちは練習に
励むことができます。今後ともよろしくお願いし
ます。

◆部員数：７人　◆練習日：毎週月・金曜日
◆佐藤有真キャプテンから一言
・大会でみんなが一つでも多く勝てるように頑張り
たい！
◆佐藤稔監督から一言
・応援よろしくお願いします。
（部員募集中です！）

◆部員数：25人　◆練習日：毎週月・水・金曜日
◆赤城智哉キャプテンから一言
・次の新人戦では、３位以内に入賞したい！
◆鈴木万寿男監督から一言
・会津で優勝できるチームに育てたい。
応援よろしくお願いします。


